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Ⅱ.BIM作成に必要な情報

施工計画
BIM

RC躯体BIM（躯体図／鉄筋納まり）

鉄骨工事完了

プロジェクト開始

❶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの
BEP整備 ❷適切なタイミングでの双方向の情報提供

❸早期の合意形成 ❹工種間を超えた協働の場の創出 ❺手戻りのない承認プロセス

Ⅰ.ロール発注に必要な情報

積算 汎用CAD：2D図面

施工計画BIM

RC躯体BIM（躯体図／鉄筋納まり）

：施工者が提供

Ⅳ.一般図確定
に必要な情報

Ⅲ.BIM調整会議
前の施工者
の実施事項

鉄骨BIM（一般図・基準図）

製作
情報

質疑 一般図と
基準図の
承認依頼

詳細図の
承認依頼

詳細図の
承認依頼

Ⅶ.変更が発生した時の
施工者の実施事項

重ね合わせBIM（総合図）
躯体BIM（施工検討）

鉄骨BIM（詳細図・加工図）

BEP❶（設計） BEP❷（設計/施工） BEP❸（専門工事会社❶） BEP❹（専門工事会社❷）

BIM調整会議

専門工事会社との調整

設計と施工の情報共有
技術ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

(共通データ環境)

鉄骨BIM（施工検討）

Ⅴ.BIM調整会議
での施工者
の実施事項

Ⅵ.詳細図確定
に必要な情報

：施工者の実施事項 ：FABが提出 ：施工者とFABと専門工事会社の協議情報

前提条件：①設計施工一貫方式で建物規模は中規模 ②FAB決定後からのワークフローとする ③鋼材の納期は考慮しない ④設計者、施工者、FABはBIMを通常に利用している

❶プロジェクトにおけるBEPの整備（S1）
初期段階で設計者と施工者が協議し、BEPを整備する。FABごとにBIMの応用レベルが異なるので
LODのルールを明確化し、BEPに明示することが望まれる

❷適切なタイミングでの双方向の情報提供（S2～S5）
設計情報・施工情報の提供（施工者側）や、製作情報の提供・納まりに関する質疑（FAB側）等
を適切に遅滞なく実施する。段階的に問題を解決していくことで正しさが保証されたBIMに整えていく

❸早期の合意形成（S3）
もの決めの遅延による工程の逼迫が鉄骨工事における喫緊の課題。ただし、「負荷の前倒し」ではなく
「課題の発見とその解決の前倒し」を目的とすることが肝要である

❹工種間を越えた協働の場の創出（S4）
専門工事会社のプロジェクトへの参加が遅れると調整による変更が必ず発生する。BIMを用いて垣根を
超えた調整と協働の場を提供する

❺正しさの保証で手戻りのない承認プロセス（S5）
BIMの可視化性、情報正確性を最大限活用し、監理者との合意形成を着実に進めることでスムーズな
承認行為が達成される

各フェーズにおけるポイント 各フェーズにおいて施工者が実施すべき内容の一例
Ⅰ.ロール発注に必要な情報 Ⅱ.BIM作成に必要な情報 Ⅳ.一般図確定に必要な情報 Ⅵ.詳細図確定に必要な情報

設計BIM（ロール発注段階）
建物の基本情報

構造種別・構造形式
製鉄方法の指定(高炉or電炉)

構造符号
部材形状と数量

鋼材の種類
ボルトの種類と数量

設計BIM（確認申請図段階）

鉄骨基準図
溶接基準図
部分詳細図
施工計画図
工区割り

BIM化する範囲

設計BIM（見積図段階）
柱脚の納まり

めっき・塗装範囲
シーム位置

附帯鉄骨関連
設備スリーブ・鉄骨階段
EV・ESC・内外装関連

等

設計BIM（契約図段階）
その他附帯鉄骨関連

母屋・胴縁
デッキ受け・スラブ段差下地

間仕切り受ピース
仮設ピース

等

Ⅲ.BIM調整会議前の施工者の実施事項 Ⅴ.BIM調整会議での施工者の実施事項 Ⅶ.変更が発生した時の施工者の実施事項

BIM調整会議の目的の明確化
工程に沿った開催スケジュールの設定

承認フロー・承認責任者の合意
確認対象範囲・確認手法の合意

チェックリストの作成
設計者・監理者・施工者の事前チェック

データ共有環境の設定

BIM調整会議の目的・内容の再確認
チェック結果の共有

複雑な納まりの確認・合意
合意事項・未解決事項の整理と対応

BIM確認後のスケジュールの合意
BIM・議事録の管理

BIM調整会議の効率化

関係者への情報共有・連絡
変更内容の把握と影響範囲の特定
コスト・工程への影響確認と調整

製作・施工の一時停止指示（必要時）

図面・BIM修正および内容の可視化
変更を反映した図面の承認取得

変更内容・対応履歴の記録・保管

※設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー(第3版)に準拠

鉄骨工事：BIMによる設計部門と施工部門の共創（例） ※ワークフローはプロジェクト毎にBEPで決めるため、本ワークフローはあくまでも一例

※BIMデータ連携WG 2025年度 活動報告 参照推奨

：BIMを活用した場合を示す一例
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